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Ⅰ．目的と内容  
乳幼児を育てる家族の多くは、子どもという新たな構成員を含め「家族」として機能していきます。「家族援助 

 論」のなかでは、その子育てをする家族に焦点を当て、現代の家族が抱えている問題や課題を探りながら子育て 
を取り巻く環境を理解し、保育者に必要な家族への支援のあり方や視点、さらに関係機関との連携による支援の 
方法、社会資源としての「子育て支援」を学んでいきたいと思います。 

 
 
 
 

Ⅱ．授業計画［単位数：２単位、授業週数：１５回］   
［後期］ 

１．子どもと家族“家族とは” 

２．家族を取り巻く社会の動向 

３．家庭の機能と役割 

４．家族が抱える子育ての悩み 

５．保育士に期待される役割 

６．子育て家庭と地域の関係 

７．地域における子育て支援 

８．地域における援助の実際 

９．保育所・幼稚園における家族援助 

10．各家庭に対する家族援助の実際 

11．保育所と他の専門機関との連携 

12．特別な配慮を要する家庭への家族援助 

13．世界の子育て 

14．試験 

15．試験返却とまとめ 

Ⅲ．講義の進め方  
教科書を中心に資料等も使いながら、時には皆さんと考え、それぞれがまとめたことを発表したりしながら 

 進めていきたいと思います。 
 
 
 

Ⅳ．試験と成績評価  
  授業中のミニレポート、授業（参加）態度、試験、出席状況等によって総合的に評価します。 
 

 

 

Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
子育て家庭を取り巻く問題や課題、社会の動きを普段から敏感に感じ取り、家族援助・子育て支援を支える保 
育者の役割について一緒に考えていけたらと思っています。 

 
 
 
Ⅵ．使用教材  
  教科書：  
  参考書：適宜紹介していきます。 
 

 


